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５
月
８
日
恵
み
野
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
デ

ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合
団
体
入
賞
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
「
加
藤
大
平
選
手
後
援

会
」
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

後
援
会
の
会
員
や
ス
キ
ー
関
係
者
約
１
４

０
人
が
出
席
し
、
加
藤
選
手
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
塚
崎
正
後
援
会
長
が
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
当
日
は
、
個
人
戦
を
含
め
計
３

回
、
恵
み
野
ホ
ー
ル
を
会
場
に
未
明
に
も

関
わ
ら
ず
、
延
べ
３
０
０
人
を
超
え
る
人

が
集
ま
り
応
援
会
を
開
催
し
、
ま
た
現
地

に
も
町
民　

人
、
町
外
３
人
の
計　

名
の

15

18

応
援
団
を
派
遣
し
町
を
あ
げ
て
応
援
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
加
藤
選

手
は
、
期
待
ど
お
り
の
活
躍
を
見
せ
て
く

れ
、
団
体
６
位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
４
年
後
の
ソ
チ
五

輪
に
向
け
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
を

映
像
で
振
り
返
り
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
全
日

本
チ
ー
ム
コ
ー
チ
富
井
彦
氏
が
戦
況
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
加
藤
選
手

は
、
は
じ
め
の
個
人
戦
で
は
だ
い
ぶ
緊
張

し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
が
、
団
体
戦
で
は
、

１
３
０
ｍ
越
え
の
ジ
ャ
ン
プ
を
見
せ
て
く

れ
、
更
に
、
距
離
で
も
ト
ッ
プ
と
の
差
を

詰
め
る
魂
の
走
り
で
団
体
入
賞
に
貢
献
し

て
く
れ
た
。
そ
の
実
績
は
評
価
し
て
い
る

が
、
本
来
の
力
で
い
け
ば
も
っ
と
上
に
い

け
る
才
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
よ
り
上

を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
欲
し

い
。
」
「
以
前
か
ら
膝
の
故
障
を
抱
え
た

ま
ま
競
技
に
臨
ん
で
お
り
、
万
全
の
体
制

で
４
年
後
の
ソ
チ
五
輪
を
目
指
す
た
め
、

今
オ
フ
に
お
も
い
き
っ
て
手
術
を
し
て
い

る
。
」
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
加
藤
選
手

の
様
子
や
近
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　

加
藤
選
手
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り

返
り
、
「
第
一
声
は
、
悔
し
い
で
し
た
。

今
の
実
力
で
は
、
個
人
で
メ
ダ
ル
を
狙
う

こ
と
は
、
不
可
能
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

団
体
で
は
、
世
界
選
手
権
の
時
の
よ
う
に

十
分
メ
ダ
ル
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
最
低
限
の
仕
事
は
で
き
た
と

思
う
が
や
は
り
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
な
か

っ
た
の
は
悔
し
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
出

場
す
る
だ
け
で
は
だ
め
な
ん
だ
と
改
め
て

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
１
年
１

年
で
の
目
標
で
や
っ
て
き
た
が
、
今
は
４

年
後
の
ソ
チ
五
輪
が
目
標
で
す
。
４
年
間

で
強
く
な
っ
て
メ
ダ
ル
を
目
指
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
大
会
中
、

現
地
ま
で
応
援
団
に
き
て
い
た
だ
き
、
そ

の
応
援
も
僕
の
応
援
が
一
番
す
ご
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
元
で
も
た
く
さ

ん
の
方
に
集
ま
っ
て
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

競
技
で
は
世
界
一
に
な
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

和
寒
町
の
応
援
は
世
界
一
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
４
年
後
の
ソ
チ
五
輪
で
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

４
年
後
の

ソ
チ
五
輪
で

も
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

応援団を代表して牧さん（字福原）
から花束を受け取る加藤選手
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バンクーバーオリンピック「加藤大平選手」応援団応援日誌

鈴　木　　　諭　　　

　バンクーバーオリンピックに今回、加藤大平選手の和寒町応援団の一員として参加させて頂きました。
応援団を代表して５日間の応援活動を報告します。
　２月22日（月）朝９時に役場庁舎前に総勢17名の応援団が集合し、伊藤町長をはじめ、有志の皆さんの
激励を受け、塚崎応援団長を中心として９時30分に出発。
　成田空港を午後５時40分に旅立ち、８時間30分の空の旅へ。現地時間２月22日（月）９時（日本より17
時間の時差）バンクーバー空港に到着。（皆さん睡眠不足です。）快晴にて気温も10度程度。雪はまっ
たくなし。北海道の５月上旬の気候。現地ガイド中川さん（女性）の指示に従いバスにて市内レストラ
ンへ移動後昼食。（市内には桜も咲いている様子。）食事を終えてカーリング会場へ。女子カーリング
の試合を眠いのを我慢し声を張り上げて応援。（オリンピックの雰囲気、会場は8,000人程度、地元カナ
ダの人が殆どです。）観戦後、午後６時30分市内レストランにて「下川町との合同懇談会」。下川町の皆
さんは明日帰国するとのことで、安堵とお疲れの様子。懇談会終了後、午後９時30分にホテルへ到着。明
日は朝５時に出発とのこと。皆さん静かに就寝。
　２月23日（火）朝5時ホテルを出発。市内発のシャトルバス（オリンピックの為のバス）でウイスラー
のジャンプ会場へ向かい、２時間後に到着。（層雲峡のような感じ。皆さんは元気です。）今日は複合
団体競技（ラージヒル）。雪不足のためかジャンプ台周りのみ雪があるだけ。会場は各国の人たちでい
っぱい（5,000人程度）。午前10時よりジャンプ競技が開始。期待に応えるかのように加藤選手は130ｍ
を超えるジャンプを記録。和寒応援団は大拍手で歓喜！
　日本はトップと41秒差の４位。ジャンプ競技が終了し、徒歩で20分ほどのノルディック会場へ（皆さ
んはメダルへの期待に元気いっぱい。）競技が始まると、加藤選手はトップと20秒差に詰め寄るも、最後
は１分14秒差の６位で終了（残念、でも世界の６位です）
　会場をあとにして、午後６時30分に市内レストラン（日本人経営の店）へ。皆さん加藤選手の大活躍に
興奮の様子。テレビ放送にてフィギュアスケートの浅田選手の活躍にレストラン内は大いに盛り上がっ
た。午後10時30分にホテルへ到着。明日は市内観光です。
　２月24日（水）、朝８時に出発し市内観光へ。（皆さん、応援の疲れを癒された様子）
　２月25日（木）朝５時にホテルを出発。今日は個人
戦ラージヒル。ジャンプ会場に午前８時30分に到着。
昨日より天候不順で、ジャンプ競技も悪天候により途
中で延期。選手達も悪天候の為か低調でした。和寒応
援団の大声援も叶わず残念な結果。
（皆さんゆっくり静養）また、和寒応援団の精力的な
応援に、伊藤義郎ＩＯＣ会長も会場に駆けつけ激励に。
侍の仮装をしていたメンバーは各国の注目の的で、写
真撮影に引っ張りだこ。
　２月27日（土）成田空港へ午後２時30分に到着。新
千歳空港を経由し和寒町へ。役場庁舎前に午前12時頃
到着し、それぞれ自宅への帰路につきました。
　４泊５日の応援日誌でした。
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ノーマルヒル個人
　　７位　小林　範仁　東京美装　秋田県
　　21位　渡辺　暁斗　早大　長野県
　　24位　加藤　大平　サッポロノルディック　和寒町
　　27位　高橋　大斗　土屋ホーム　秋田県
ラージヒル個人
　　９位　渡辺　暁斗　早大
　　26位　湊　　祐介　東京美装　札幌市
　　27位　小林　範仁　東京美装
　　30位　加藤　大平　サッポロノルディック
ラージヒル団体
　　６位　加藤大平、小林範仁、高橋大斗、渡部暁斗　　（ジャンプ４位、距離６位）
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ドクターヘリの目的
　救急の専門医師や看護師が搭乗したヘリが現場で治療を開始することで、救急搬送時間の短
縮による救命率の向上や後遺症の軽減、へき地における救急医療体制の強化、災害時の医療救
護活動の充実を目的としています。
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■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
開
始

　

昨
年　

月　

日
か
ら
道
北
圏
で
も
ド
ク

10

12

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急
専
門
の
医
療
機

器
を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
医
師
・

看
護
師
が
同
乗
し
て
救
急
現
場
に
向
か

い
、
現
場
か
ら
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に
搬

送
す
る
ま
で
の
間
、
患
者
に
い
ち
早
く
救

命
医
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
専
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
す
。
本
町
に
関
し
て
は
要
請

し
て
か
ら
７
分
か
ら
９
分
以
内
に
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
が
到
着
し
、
運
用
開
始
か
ら
平
成

　

年
３
月
末
現
在
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要

22請
は
交
通
事
故
が
３
件
、
一
般
負
傷
が
１

件
、
運
動
競
技
が
１
件
、
施
設
間
搬
送
が

２
件
で
、
合
計
７
件
で
し
た
。

 

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
Ｑ
＆
Ａ

�
１
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
こ
か
ら
飛
ん

で
く
る
の
？

�
１
。
旭
川
赤
十
字
病
院
の
屋
上
で
待
機

し
て
飛
ん
で
き
ま
す
。

�
２
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
誰
が
呼
ぶ
の
？

�
２
。
消
防
が
通
報
を
受
け
て
、
国
が
定

め
た
基
準
に
よ
り
判
断
し
消
防
通

信
室
よ
り
要
請
し
ま
す
。

�
３
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
こ
に
降
り
る

の
？

�
３
。
消
防
で
現
地
調
査
し
、
離
発
着
で

き
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
所

が
本
町
に
は　

カ
所
あ
り
ま
す
。

14

主
に
学
校
と
か
運
動
公
園
な
ど
広

い
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交通事故による搬送

�������	
�������������

⑧朝日排雪場①和寒小学校グランド
⑨総合運動公園グランド②旧中和小学校グランド
⑩総合運動公園駐車場
　　　　（冬期着陸可能場所）③旧西和小学校グランド

⑪和寒町公民館南側駐車場④旧三和小学校グランド
⑫旧和寒町営球場⑤和寒中学校グランド
⑬防雪センター⑥南丘多目的グランド
⑭東山スキー場第２駐車場⑦東山スキー場

�������	
������

���
������

H21.10.12～H22.3.31

12件３件交 通 事 故
20件１件一 般 傷 病
４件１件運 動 競 技
46件２件施設間搬送
80件急 病
２件労 働 災 害

164件７件合　計

（
例
）
大
出
血
を
伴
う
外
傷
、
呼
吸
困
難
を

伴
う
外
傷
、
体
表
面
積
の
１
/
３

以
上
の
や
け
ど
、
３
階
以
上
の
高

さ
か
ら
の
転
落
事
故
、
自
動
車
事

故
、
列
車
衝
突
事
故
な
ど
が
あ
り
、

距
離
的
に
も
救
急
車
よ
り
も
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
使
用
す
る
方
が
時
間

を
短
縮
出
来
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

◎消防からのお願い
　緊急時には、ランデブーポイント以外の場所にも着陸するこ
とがあります。ご協力をお願いいたします。
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■
こ
れ
ま
で
の
道
の
り

　

和
寒
町
で
生
ま
れ
、
和
寒
小
学

校
、
和
寒
中
学
校
、
士
別
高
等
学

校
を
卒
業
後
、
東
京
で
就
職
し
、

平
成　

年
に
和
寒
町
に
帰
町
、
現

12

在
町
内
で
ス
ナ
ッ
ク
「
サ
ン
ラ
イ

ト
」
を
経
営
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
か
ら
和
寒
町
野
球
ス

13

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
携
わ
り

平
成　

年
か
ら
は
監
督
を
引
き
受

17

け
、
ま
た
平
成　

年
に
プ
ロ
野
球

19

チ
ー
ム
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

を
応
援
す
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
Ｗ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
日
ハ
ム
会
」
を
立

ち
上
げ
応
援
団
長
に
就
任
、
野
球

を
と
お
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
い

る
。

■
指
導
方
針

　

平
成　

年
に
少
年
団
の
育
成
会

13

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
教
え

て
欲
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
子

ど
も
が
好
き
で
な
に
よ
り
野
球
が

好
き
だ
っ
た
西
田
さ
ん
は
、
快
く

引
き
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
教
え
る

に
あ
た
り
西
田
さ
ん
は
、
「
教
育

な
ん
て
大
そ
れ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
あ
ま
り
教
え
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
自

分
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し

て
、
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
礼
儀
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
。

そ
ん
な
大
人
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
考
え
指
導
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

■
監
督
の
苦
労

　

指
導
し
て
い
く
中
で
の
悩
み

は
、
平
日
は
、
西
田
さ
ん
ひ
と
り

で　

人
も
の
子
ど
も
た
ち
を
見
な

20
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
な
練
習
が
で

き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
は
想
像
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
選
定
や
選
手

の
起
用
な
ど
頭
を
悩
め
る
こ
と
も

多
い
そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が

楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

■
監
督
と
し
て
の
喜
び

　

試
合
に
勝
っ
た
時
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
、
教
え
た
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
っ
て
、
後
輩
た
ち
に

教
え
に
来
て
く
れ
た
姿
を
見
る
と

こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
限
り
が
ん

ば
ろ
う
と
思
え
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
西
田
さ
ん
は
、
「
町
民

の
方
が
気
軽
に
球
場
に
足
を
運
ん

で
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
野
球
を
で
き
る
よ
う
な
そ
ん
な

環
境
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

■
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
日
ハ
ム
会

　

平
成　

年
、
町
内
の
日
本
ハ
ム

19

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｕ
日
ハ
ム
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
日
ハ
ム
会
は
、
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
中

で
、
町
民
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

応
援
団
長
を
務
め
る
西
田
さ
ん

は
、
「
年
間
数
回
実
施
し
て
い
る

札
幌
ド
ー
ム
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
時

の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
勝
率
が
低
い

の
が
気
が
か
り
で
あ
る
が
、
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
応
援
を
と
お
し
て
和

寒
町
が
盛
り
上
が
っ
て
元
気
に
な

れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

西田　陽司さん[野球スポーツ少年団監督][WASSAMU日ハム会応援団長] 46歳
　和寒町字西町　℡32-3127
出身：和寒町字西町
経歴： 1976年　和寒小学校卒業　　　　　1979年　和寒中学校卒業
 1981年　士別高等学校卒業　　　　2000年　東京から帰町
 2005年　野球スポーツ少年団監督　2007年　WASSAMU日ハム会 応援団長
趣味：読書、スポーツなど
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■まちの基本構想や将来像を！

　第４次和寒町総合計画は平成13年度から平成22年度の10年間に

おいて策定され、まちづくりの基本テーマを「ふれあい　夢かが

やく　わっさむ　２世紀へ躍動」として、これまでのまちづくり

を行ってきました。

　総合計画は、町の最上位計画として位置付けられ、町が行う施

策は、法令の規定によるものや緊急を要するものを除き、総合計

画に基づいて実施されます。また、各分野の個別計画も、総合計

画を基本として策定され、今後のまちづくりに関する本町の最も

重要な計画です。

　現在、本町では平成22年度で第４次総合計画の期限を迎えるこ

とから、平成32年度を目標とした新たな第５次総合計画の策定に

向け準備を進めています。平成22年４月から施行された自治基本

条例の精神に基づき、町民参画と協働のまちづくりを進めなが

ら、まちの将来像を町民のみなさんとともに考えていきます。

■町民意向調査にご協力を！

　町民意向調査は、町民の皆さんが本町の政

策に対する満足度や今後のまちづくりに対す

る重要な施策をどのように考えているかな

ど、様々なご意見やご要望を新しい総合計画

に反映するために実施するものです。

　この調査は、本町にお住まいの18歳以上の

町民の方々から無作為に1,500名を対象とさ

せていただきました。

　また、町民が任意に組織している団体及び

小学校５年生から高校生までを対象にアンケ

ートを実施することといたしました。

　他の目的に使用することはありませんの

で、調査目的をご理解いただきご協力くださ

いますようお願い申し上げます。

■総合計画策定に関するお問い合わせ先

　役場総務課計画調整係（℡  32-2421）まで

　和寒町の第４次総合計画は平成13年度から平成22年度までの10年間となっており、期限を
迎えることから、新しい第５次総合計画の策定に向けて準備を進めています。
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平成12年に策定された第４次総合計画

�������	
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　６月15日（火）まで投函ください。
�������	
��������

　６月30日（水）までにご回答ください。
�������	


　７月中旬から８月中旬を目途に実施予定。
�������	
�

　詳細は後日お知らせいたします。
�������	
����������

　計画策定に限らず、毎日募集しています。

�������	
����

　各種団体の代表者や識見者のほか、一般公募を含
めた委員により構成され、総合計画策定に関し様々
な立場でのご意見や提言をいただき、計画に反映し
ていきます。
（平成21年12月17日に諮問されました）
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・
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会

全
体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も

と
に
親
等
に
支
給
す
る
も
の
で
す

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
れ
た

こ
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

※ 
児
童
手
当
制
度
は
、
小
学
校
修
了
前
の
子

ど
も
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
親
等
に
所

得
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
手
当

は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
支
給
対
象
が
拡

大
し
、
所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�

・
子
ど
も
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、
子

ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同

一
に
す
る
父
又
は
母
等
で
す
。
父
母

に
養
育
さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
維
持
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

・
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
千
円

※ 
子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
４
月

以
降
、
原
則
と
し
て
児
童
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
者

に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
限
り
、
子
ど

も
手
当
と
は
別
に
平
成　

年
度
分
の
児
童

21

手
当
（
平
成　

年
２
月
分
と
３
月
分
）
が

22

支
給
さ
れ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
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・
子
ど
も
手
当
を
平
成　

年
４
月
分
か

22

ら
受
給
す
る
に
は
、
申
請
の
必
要
な

方
と
申
請
の
必
要
が
な
い
方
が
い
ま

す
。
（
下
図
参
照
）

・
手
当
の
支
払
期
月
は
、
６
月
、　

月
、

10

２
月
の
年
３
回
（
下
図
参
照
）

�������	
���������
　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを応援するという趣旨のもとに支給するものです。子
ども手当を受給された方には、子ども手当の趣旨に従って、子ども手当を用いなければならない責務が法律上定
められています。 
　子どもの将来の夢は何ですか？子ども手当は、子どもの健やかな育ちのために、子どもの将来を考え、有効に
用いていただきますよう、よろしくお願いいたします。
　（なお、万一、子どもの育ちに係る費用である学校給食費や保育料等などを滞納しながら、子ども手当が子ど
もの健やかな育ちと関係のない用途に用いられることは、法の趣旨にそぐいません。子ども手当の趣旨について
十分にご理解をいただきますよう、よろしくお願いいたします。）

�������	
��
　子ども手当の全部又は一部の支給を受けずに、これをお住まいの市区町村に寄附して、子ども・子育て支援の
事業のために活かしてほしいという方には、簡単に寄附を行うことができる手続きもありますので、ご希望の方
は、お問い合わせください。

　お問い合わせ
　和寒町保健福祉センター　保健福祉課福祉係（℡ 32-2000）

　本年４月から子ども手当制度が始まりました。
　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するため、中学校
修了までの子ども１人につき月額１万３千円を親等に支給する制度です。

�������	�
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６月（２,３,４,５月分）
10月（６,７,８,９月分）
２月（10,11,12,１月分）の年３回
※平成22年６月は下記のとおりとなります。

支給期月

平成22年６月に児童手当２,３月分と子
ども手当４,５月分を支給します。

申請の必要が
ない方の支給
について

平成22年５月31日までに申請した方

申請の必要な
方の支給につ
いて

平成22年６月に４,５月分を支給します。
※書類に不備があった場合、６月に支給出来な
いことがあります。

平成22年６月以降に申請した方

子ども手当の支給が決定した方には、支
払日が記載された認定通知書を郵送しま
すので、ご確認ください。

����

・中学校２～３年生の保護者
・中学１年生の保護者で、児童手当を受
給していなかった方
・所得超過等により児童手当を受給して
　いない方

申請の
必要な方

・現在児童手当を受給している方
・中学１年生の保護者で、児童手当を受
給していた方
・公務員の方（勤務先から支給されます）

申請の
必要がない方

・現在児童手当を受給している方で、中学２～３年生のお子
さんを養育している方は、額改定認定請求書で申請してい
ただきます。

・申請の必要な方には４月中旬に必要書類を郵送していま
す。申請に必要な書類を添えて申請してください。

　申請の必要な方に該当しているのに、町から申請書が届い
ていない場合は、至急ご連絡ください。

�����
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　後期高齢者医療制度では、２年ごとに保険料率を決めており、平成22・23年度は新し
い保険料率になります。

■平成22・23年度の保険料率

�������	
����
～平成22年度の保険料について～

�������
(100円未満切捨て)

�
� � �

【本人の所得に応じた額】
 (所得－33万円)×

　�����％
�

� � �
【１人当たりの額】

������円

��������	
���������������

● １年間の保険料の上限額は50万円です。
● 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

口座振替への変更をご希望される方は、役場住民課保険医療係へお申し出ください。

【 お申し出の際に必要なもの　～　本人の保険証、預金通帳とお届け印 】

保険料のお支払い方法を、口座振替に変更できます

■保険料の軽減

　　◆均等割の軽減(年額)
● 軽減は、加入者と世帯主の所得の合計で判定します。
● 加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

軽減後（年額）軽減前（年額）軽減割合所得が次の金額以下の世帯

������44,192円����
33万円かつ加入者全員が年金収入80
万円以下で他の所得がない

������44,192円������33万円

�������44,192円����
33万円＋(24万５千円×世帯主以外の
加入者数) ※単身世帯の方は該当しません。

�������44,192円����33万円＋(35万円×世帯の加入者数)

　(例)年金収入168万円の１人世帯の軽減判定の所得の求め方

※65歳以上の方の公的年金に係る所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

����
���

33万円
(軽減判定の所得)＝15万円※

(特別控除額)－120万円
(公的年金等控除額)－168万円

(年金収入)
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　　◆所得割の軽減
● 加入者個人の所得で判定します。

　　◆被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所
得割はかからず、均等割が９割軽減となります。市町村国保や国民健康保険組合は除
きます。

■保険料の減免
　災害などで重大な損害を受けたときや失業その他特別な事情で、生活が著しく困窮し、
保険料の納付が困難な方については、保険料が減免となる場合があります。
　詳しくは、役場住民課保険医療係へお問い合わせください。

■年間保険料額の例（年金収入のみの例）

　・例として掲載したもので、世帯区分や年金以外の所得などにより、実際の年間保険料額は異なります。

軽減割合所得が次の金額以下の方

����所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

����������������	
	������

◆単身世帯(世帯主)の場合 ◆夫婦２人世帯(２人とも加入者)で、妻の
年金収入が80万円以下の場合

平成22年度
年間保険料

所得割
軽　減

均等割
軽　減����

������������

���������������

������������������

����������������

��������������
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平成22年度
年間保険料

所得割
軽　減

均等割
軽　減

区
分����

���������
����

���������
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　５月９日（日）、札幌市において第６回文部科学大臣杯小中学校将棋団体戦北海道予選大会が開催され、
和寒町から小学校２チーム中学校１チームが出場し、小学生の部で「和寒小Ａ」チームが見事優勝を果た
し、全国大会への切符を手にしました。
　全国大会へ出場するのは、佐伯朋哉くん（６年生）、葛西
博文くん（６年生）、葛西優斗くん（４年生）の３人。昨年
は、和寒中チームが優勝し全国大会に出場しており、将棋同
好会としては、２年連続の全国大会出場となります。
　同交会の指導には、平成21年まで和寒小学校に赴任して
いた福嶋顕勝教諭（現在は比布中央小学校）が現在も和寒町
に訪れ指導にあたっています。
　全国大会に出場する佐伯くんは「10位以内を目指した
い」葛西博文くんは「１勝でも多く勝てるように全国大会ま
で、練習したい」葛西優斗くんは「全国大会までたくさ練習
して必ず１勝はしたい」と全国大会への抱負を述べていまし
た。全国大会は、７月29日（木）から東京都で開催され、活
躍が期待されます。

左から葛西博文くん、葛西優斗くん、佐伯智也くん

��������	
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　消防庁長官より和寒町消防団に対し永年にわたる災害活動や町民への予消防活動が認められ、竿頭綬（か
んとうじゅ）が授与されました。
　また、和寒町消防団第二分団分団長武田吉弘さん（北町）が消防庁長官から｢永年勤続功労章｣を受章しま
した。武田さんは昭和50年に入団以来、35年にわたり消防のため尽力されています。平成元年９月からは
消防団幹部として活躍され、消防に対する功績が認められました。
　４月21日士別地方消防事務組合管理者から白 団長に賞状と竿頭綬が武田分団長に表彰状が伝達されま
した。
　※竿頭綬（かんとうじゅ）は、功績のあった消防団に贈られる団旗の先端につけて垂らす織紐です。

団
旗
に
つ
け
ら
れ
た
竿
頭
綬

武田分団長白 団長

�������������	
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　平成22年度の各自治会長が下記
のとおり決定されました。
　また、４月26日には和寒町自治会
連合会総会が開催され、本年度の事
業計画や予算について審議するとと
もに、新役員の選出が行われました。
　１年間よろしくお願いいたします。

　　　　　　◎自治会連合会会長
　　　　　　○同副会長

氏　　名住　所自治会名No
◎　工　藤　　　昭東　町恵みヶ丘自治会１
　　田　中　誠　一北　町大 通 自 治 会２
　　海老原　　　浄西　町西 町 自 治 会３
　　小　松　美千雄西　町仲 町 自 治 会４
　　佐々木　昭　三三　笠若 草 自 治 会５
　　森　田　晴　章三　笠かたくり自治会６
　　遠　藤　　　忠三　笠松岡・北原自治会７
　　辻　　　富　夫日ノ出東 山 自 治 会８
○　澁　谷　眞　純中　和中 和 自 治 会９
　　今　野　宗　徳三　和三 笠 南 自 治 会10
　　鷲　見　唯　男菊　野三和・菊野自治会11
　　斉　藤　　　茂西　和西和福原自治会12

（敬称略）
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　公民館事業及び社会教育の振興と、生涯学習社会を実現するために今年度から２年間（平成24年３月31
日まで）の任期で活動していただく13名の方を委嘱しました。

　町の健康づくり事業の普及推進を図るため、町と地域のパイプ役として、今年度から２年間（平成24年３
月31日まで）の任期で活動していただく27名の方を委嘱しました。
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氏　　名自治会名No

南　雲　純　子（監事）藤　村　洋　子恵 み ヶ 丘 自 治 会１

樋　口　サ　ヨ斉　藤　悦　子大 通 自 治 会２

西　田　きみ子（監事）山　田　郁　子西 町 自 治 会３

十　川　富久美遠　藤　玲　子仲 町 自 治 会４

吉　原　美　香合　田　貴　子（副会長）若 草 自 治 会５

清　瀬　武　子長谷川　律　子か た く り 自 治 会６

和　久　美希子遠　藤　静　子（理事）松岡・北原自治会７

佐　藤　かづゑ半　澤　みゆき東 山 自 治 会８

倉　谷　玲　子川　口　栄　子
中 和 自 治 会９

山　本　誠　子（理事）寺　井　一　恵

篠　原　ひろみ朝　日　万由美三 笠 南 自 治 会10

鷲　見　久美子村　岡　美代子
三和・菊野自治会11

中　道　眞利子（会長）

井戸川　和　代山　内　美　智西 和 福 原 自 治 会12

（敬称略）（　）は保健推進員協議会の役職名です。

氏　名（所　属）氏　名（所　属）

　　玉　手　美穂子（商工団体女性部代表）８原　　　啓　子（和寒小学校長）１

　　出　戸　鉄　夫（福祉団体代表）９鈴　木　信　人（和寒中学校長）２

　　合　田　菊　夫（子ども会代表）10林　　　博　明（文化団体代表）３

◎　志　村　安　治（識見者：一般代表）11朝　日　和　義（体育団体代表）４

○　堂　前　和　彦（識見者：農業代表）12兼　丸　幸　二（連合ＰＴＡ代表）５

　　酒　井　唯　夫（識見者：農業代表）13瓜　　　るみ子（ボランティア団体代表）６

　◎は委員長、○は副委員長　　　　　　（敬称略）佐　藤　伸　二（商工団体代表）７
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　和寒町のスポーツ振興のため、今年度から２年間（平成24年３月31日まで）の任期で活動していただく
10名の方を委嘱しました。

氏　　　名氏　　　名

永　易　孝　行６◎　朝　日　和　義１

岩　城　　　修７○　合　田　鉄　雄２

鈴　木　健一郎８　　和　賀　喜代美３

上　村　純　一９　　酒　向　由貴子４

中　道　真　宏10　　白　 　真太郎５

　◎は委員長、○は副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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施行業者完成期限金　　額施　　行　　内　　容工　　事　　名場所

㈱ 浜 田 組７月９日16,012,500上屋鉄骨塗装一式・管理棟外壁等
改修一式・ろ過器等改修一式他

Ｂ＆Ｇ海洋センター外壁等
改修工事日ノ出

㈱ 近 藤 組８月31日19,551,000
工事延長Ｌ＝110ｍ
施工幅員Ｗ＝5.5ｍ＋1.55ｍ×２(両側)
（南４丁目通り～南６丁目通り）

２号道路路面改修工事三　笠

村 岡 建 設 ㈱竣工済3,013,500補強コンクリートブロック２階建
237.6㎡解体町立病院看護師宿舎解体工事西　町

㈲大石工務所竣工済871,500ポリエチレン管φ50ｍ/ｍ
Ｌ＝71.83ｍ花月橋水道管仮設工事川　西

㈱ 近 藤 組８月31日32,445,000外構工事一式（敷地内通路整備～　
改良Ｌ＝56ｍ・舗装Ｌ＝193ｍ他一式）和寒小学校外構工事北　町

㈱ 浜 田 組８月31日18,480,000
工事延長Ｌ＝114.9ｍ
施工幅員Ｗ＝5.5ｍ＋1.75ｍ×２（両側）
（道道和寒鷹栖線～公営住宅西町団地付近）

西３条通り路面改修工事西　町

㈱ 橘 組７月30日8,085,000外壁改修540㎡・屋根補修塗装704㎡・
旧音楽室屋根補修塗装53㎡大成地域体育館外壁等改修工事大　成
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○平成22年７月１日から、２等陸・海・空士(任期制)の代わりに自衛官候補生制度が始まります。
○任期制の自衛官として仕官する前に、自衛官として必要な基礎的教育訓練に専念するための新しい採用
制度です。

○採用されると、「自衛官候補生」(特別職国家公務員)に任命され、所要の教育を経て、３ヵ月後に２等
陸・海・空士に任用されます。その後、陸上自衛隊は１年９ヶ月、海上・航空自衛隊は２年９ヶ月の任
期制コースとなります。

�����　年間を通じて行っています。女子は、平成22年８月１日～９月10日
�����　18歳以上27歳未満の男女　※応募資格年齢は、平成23年４月１日現在のものです。
�����　受付時にお知らせします。

ただし、平成23年３月高等学校又は中等教育学校卒業予定者のための試験は、原則として、
平成22年９月16日(木)以降に実施します。

�����　筆記試験(国語、数学、社会、作文)、口述試験、適正検査、身体検査
�����　特別職国家公務員（自衛隊員）
�� � �　☆自衛官候補生手当：125,000円（月額）
　　　　　　☆自衛官任用一時金：176,000円

※２士に任官する際に支給されます。また自衛官任用後、１年３ヶ月未満
で退職した場合、償還金を償還しなければなりません。

　　　　　　☆各種手当：扶養手当が該当者に支給されます。(それ以外の手当は不支給)
　　　　　　☆２士任用後　俸　給：159,500円（月額）
　　　　　　☆各種手当：扶養手当、地域手当、寒冷地手当、航海手当等が該当者に支給されます。
　　　　　　☆年２回期末・勤勉手当が支給されます。
�������

　　　　＊自衛隊旭川地方協力本部　名寄出張所　TEL：01654‐2‐3921
　　　　　　住所　名寄市西1条南9丁目45（公園通り）
　　　　　　※受験申し込みは、和寒町役場総務課でも対応いたします。



�
���������	
��������

　

町
立
病
院
で
毎
週
火
曜
日
に
内
視

鏡
検
査
を
担
当
し
て
い
る
石
川
と
言

い
ま
す
。
今
回
は
、
町
立
病
院
で
行

っ
て
い
る
内
視
鏡
検
査
の
う
ち
上
部

消
化
管
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
鼻
か
ら
入
れ
る
胃
カ
メ
ラ

「
経
鼻
内
視
鏡
」
が
多
く
の
病
院
で

導
入
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
町
立
病

院
で
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
経
鼻
内
視

鏡
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

胃
カ
メ
ラ
に
は
つ
ら
い
・
苦
し
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
苦
し
さ
の
一
番
の
原

因
は
、
「
オ
エ
ッ
」
と
い
う
「
嘔
吐

（
お
う
と
）
反
射
」
が
起
こ
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
舌
の
奥
の

「
舌
根
（
ぜ
っ
こ
ん
）」
に
カ
メ
ラ

が
当
た
っ
て
し
ま
う
事
に
よ
り
起
こ

り
ま
す
。
対
し
て
経
鼻
内
視
鏡
は
、

の
ど
の
一
番
奥
を
通
っ
て
食
道
に
入

っ
て
い
く
た
め
舌
に
カ
メ
ラ
が
当
た

り
づ
ら
く
、
オ
エ
ッ
と
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
経
鼻
内
視
鏡
は
太
さ
が
六

ミ
リ
弱
で
、
従
来
の
胃
カ
メ
ラ
に
比

べ
約
三
ミ
リ
細
く
、
カ
メ
ラ
が
の
ど

を
通
る
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
、
な
か
に
は
鼻
血
が
出
て
し
ま

っ
た
り
、
鼻
が
狭
く
て
内
視
鏡
が
通

っ
て
い
か
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
経
鼻
内
視
鏡
を
口
か
ら
挿
入
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
経
鼻
内

視
鏡
を
受
け
た
患
者
さ
ん
方
か
ら

は
、
「
口
か
ら
の
カ
メ
ラ
に
比
べ
て

つ
ら
く
な
い
」
「
次
に
受
け
る
時
も

口
か
ら
で
は
な
く
鼻
か
ら
が
い
い
」

と
、
良
好
な
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

検
査
中
に
ポ
リ
ー
プ
や
潰
瘍
な
ど

が
見
つ
か
れ
ば
、
小
さ
く
組
織
を
つ

ま
ん
で
顕
微
鏡
の
検
査
（
病
理
検

査
）
に
出
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
良
性
・
悪
性
な
ど
、

病
気
の
性
状
を
判
定
し
、
治
療
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
鼻
内
視
鏡
が
新
し
い

カ
メ
ラ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
万
能
な

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
従

来
の
内
視
鏡
に
比
べ
患
者
さ
ん
の
負

担
は
少
な
い
で
す
が
、
現
在
す
べ
て

の
検
査
が
経
鼻
内
視
鏡
で
で
き
る
訳

で
は
な
く
、
精
密
検
査
や
内
視
鏡
治

療
を
行
う
場
合
は
、
経
口
内
視
鏡
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

患
者
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
た
カ
メ
ラ

の
選
択
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

胃
や
大
腸
は
、
病
気
が
で
き
て
も

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
無
症
状
で
健
診
を
受
け
、
病
気

が
見
つ
か
っ
て
治
療
を
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
症

状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

内
視
鏡
検
査
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
立
病

院
（
電
話　

―
２
１
０
３
）
ま
で
お

32

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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▼
も
ぐ
ら
バ
ス（
う
ち
の
ま
す

み
）▼
も
り
の
お
と
ぶ
く
ろ（
で

く
ね
い
く
）▼
ぞ
う
く
ん
の
お

お
か
ぜ
さ
ん
ぽ（
な
か
の
ひ
ろ

た
か
）▼
楽
し
い
ス
ケ
ー
ト
遠

足（
ヒ
ル
ダ
・
フ
ァ
ン
・
ス
ト
ッ

ク
ム
）▼
森
の
謝
肉
祭（
野
村
直

子
）▼
カ
ギ（
こ
ば
や
し
ゆ
か

こ
）▼
猫
と
ね
ず
み
の
と
も
ぐ

ら
し（
町
田
康
）▼
少
女
イ
ス

（
ジ
ョ
ー
ン
・
エ
イ
キ
ン
）▼
ギ

リ
シ
ア
神
話（
斉
藤
洋
）
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▼
人
間
的
な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

（
丸
谷
才
一
）▼
遍
路
み
ち（
津

村
節
子
）▼
空
が
割
れ
る（
藤
田

宜
永
）▼
オ
ー
プ
ン
・
セ
サ
ミ

（
久
保
寺
健
彦
）▼
お
じ
さ
ん
と

お
ば
さ
ん（
平
安
寿
子
）▼
寛
永

主
従
記（
田
宮
虎
彦
）▼
こ
ぼ
れ

お
ち
る
刻
の
汀（
西
澤
保
彦
）▼

モ
ン
ス
タ
ー（
百
田
尚
樹
）▼
去

年
は
い
い
年
に
な
る
だ
ろ
う

（
山
本
弘
）▼
京
都
駅
０
番
ホ
ー

ム
の
危
険
な
乗
客
た
ち（
西
村

京
太
郎
）▼
鼠
、闇
に
跳
ぶ（
赤

川
次
郎
）▼
ブ
ギ
ウ
ギ（
坂
東
眞

砂
子
）▼
天
国
旅
行（
三
浦
し
を

ん
）▼
プ
ラ
イ
ド（
真
山
仁
）▼

男
の
背
骨（
山
本
一
力
）▼
エ
デ

ン（
近
藤
史
恵
）▼
と
う
さ
ん

は
、大
丈
夫（
佐
川
光
晴
▼
リ
ア

ル
・
シ
ン
デ
レ
ラ（
姫
野
カ
オ
ル

コ
）▼
春
の
小
夜（
松
本
侑
子
）

▼
熊
に
み
え
て
熊
じ
ゃ
な
い

（
い
し
い
し
ん
じ
）▼
な
に
も
い

ら
な
い（
吉
川
ト
リ
コ
）▼
花
迎

え（
高
樹
の
ぶ
子
）▼
神
速
の
剣

（
近
衛
龍
春
）▼
乙
女
の
花
束

（
折
原
み
と
）▼
龍
馬
の
も
う
一

人
の
妻（
阿
井
景
子
）▼
更
年
期

少
女（
真
梨
幸
子
）▼
女
と
も
だ

ち（
角
田
光
代
）
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（村上　春樹　/著）

　1949年にジョージ・オーウェル
は、近未来小説としての『1984』を刊
行した。そして2009年、『1Q84』は逆
の方向から1984年を描いた近過去
小説である。
そこに描かれているのは「こうであ
ったかもしれない」世界なのだ。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催
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この部分にスコープが触
れると、吐き気を感じま
す。

この部分に、スコープは
触れません。

胃カメラの太さの比較

経口　　　経鼻　　　鉛筆
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今は、どうしても国民年金保険料が納められない・・・ 
そんなときはまずご相談ください！保険料の������があります。

　国民年金の保険料を納めることが困難なときは、本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定基準以下または失業な
どにより納付することができない場合、申請して承認されると保険料の納付が免除される「免除制度」がありま
す。
　保険料の免除される額は「全額免除」「４分の３免除」「半額免除」「４分の１免除」と４つの区分がありま
す。

　どの免除に該当するかは前年所得により基準が定められおり、被保険者、配偶者及び世帯主それぞれの前年所得
が免除の対象となる基準額を下回る場合に承認されます。
　また、失業した場合は本人の前年所得にかかわらず、申請して承認されると保険料が免除されます。（免除を申
請する日の年度または、その前年度に失業したかたが対象です。）
　老後の年金額を計算する際に、保険料の免除を受けていた期間は保険料を納めた期間と比べて、それぞれ減額さ
れて算入されます。
　　【参考：老齢基礎年金の計算式】

　　792,100円 ×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40年（加入可能年数）×12月　　　　　　　　　　　　　　

　ただし、減額された保険料を納めないままでいると、その期間は「未納期間」として扱われ、老齢基礎年金の受
給資格を得る期間には数えられず、老後の年金額にも反映されません。免除（一部納付）を認められたときは、必
ず保険料を納めましょう。
　また、免除を受けた期間の保険料は、10年以内であれば後から納めること（追納）ができますので、満額の年金
に近づけるためにも是非ご利用ください。
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４分の３
納付月数×7/8＋半額納付月数

×6/8＋４分の１
納付月数×5/8＋全額免除

月数×4/8＋保険料
納付済月数
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　体力テストの結果からみると、体力は20歳前後にピークを迎え、そこからゆっくりと低下していきます。親の世
代のピーク時の体力を100とすると、今の子どもはかなり下の方でピークを迎えてしまい、その後、さらに低下を
しつつ老いていきます。
　超高齢化社会といわれながらも今の60代は元気いっ
ぱい。趣味に旅行にと人生を楽しんでいる人がいます。
　今の60代や親の世代が元気なのは、小さいときから
体をよく動かして体力をつけてきたからです。
　将来、子どもが元気な生活を送るためには、今の内か
ら十分に体を動かして、少しでも高い体力レベルに引
き上げておくことが大切です。
　(元気アップ親子セミナーブック｢TOUCH｣抜粋)
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だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ポ
イ
捨
て
を
無
く

し
、
町
民
み
ん
な
で
ご
み
の
な
い
町

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�	

　

剣
淵
和
寒
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
第
一
期
が
５
月
８
日
〜
９
日
に

総
合
体
育
館
・
研
修
館
楡
で
開
催
さ

れ
、
剣
淵
・
和
寒
の
５
年
生　

名
が

36

集
ま
り
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
剣
淵
・
和
寒
の
子
ど

も
達
も
協
力
し
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
様
々

具
で
、３
・
４
年
生
は
三
和
高
校
の
グ

ラ
ン
ド
で
お
も
い
っ
き
り
遊
び
、お

昼
は
み
ん
な
で
お
弁
当
を
お
い
し
く

食
べ
、楽
し
い
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
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�
�
	


�
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和
寒
中
学
校
１
・
２
年
生
に
よ
る

地
域
学
習
が
５
月　

日（
金
）に
行
わ

14

れ
ま
し
た
。こ
の
地
域
学
習
は
、中
学

校
が
行
っ
て
い
る
総
合
的
な
学
習
の

一
環
で
、生
徒
達
が
暮
ら
す
和
寒
町

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。１
年
生
は

南
丘
自
然
公
園
を
出
発
し
塩
狩
峠
記

念
館
で
の
課
題
学
習
、２
年
生
は
町

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た

形
で
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
１
年

生
は
記
念
館
で
の
課
題
学
習
の
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、事
前
に

用
意
さ
れ
て
い
た
課
題
に
つ
い
て
真

剣
な
表
情
で
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

�
�
�
��

　

５
月　

日（
金
）、三
笠
山
自
然
公

14

園
夜
桜
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
第　
25

回
三
笠
山
夜
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。観
光
協
会
会
長
の
川
島
会
長

は「
今
年
は
例
年
に
な
い
天
候
不
順

で
開
花
が
遅
れ
、桜
は
咲
い
て
い
ま

せ
ん
が
、今
日
は
楽
し
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
」と
述
べ
、町
内
外
か
ら
訪

れ
た
約
８
０
０
名
の
方
々
が
、ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
焼
肉
を
楽
し
み
ま

し
た
。

～地域の話題をお届けします～
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な
事
を
学
び
有
意
義
な
研
修
を
過
ご

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
三
笠
山
大
学
入
学
式

22

が
５
月　

日
に
恵
み
野
ホ
ー
ル
で
行

13

わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
男
５
名
・
女

　

名
の
計　

名
が
入
学
し
、星
学
長

10

15

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
入
学
許
可
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
終
了
後
は
、早
速
第
１
回

の
講
座
が
行
わ
れ
、伊
藤
町
長
か
ら

「
町
政
の
動
き
」と
題
し
て
中
学
校
跡

地
利
用
や
子
育
て
支
援
、新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
笠
山
大
学
は
、今
後
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
３
月
の
卒
業
式
ま
で
開
講

さ
れ
、知
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
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�

　

和
寒
小
学
校
の
遠
足
が
５
月　

日
14

（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。小
学
校
を

出
発
し
、１
・
２
年
生
は
三
笠
山
自
然

公
園
の
こ
ど
も
の
国
、３
・
４
年
生
は

三
和
高
等
学
校
を
目
指
し
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
は
こ
ど
も
の
国
内
の
遊
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札
幌
自
由
が
丘
学
園
三
和
高
等
学

校
の
入
学
式
が
4
月　

日
に
行
わ
れ

17

ま
し
た
。
今
年
度
は
「
月
１
コ
ー
ス
」

に
旭
川
や
札
幌
か
ら
６
名
が
入
学
し

ま
し
た
。

　

「
月
１
コ
ー
ス
」
は
月
に
一
度
和

寒
町
で
対
面
学
習
す
る
コ
ー
ス
で
、

そ
の
他
に
も
夏
と
冬
に
ス
ク
ー
リ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
、
町
民
運
動
会
の

行
わ
れ
る
６
月
に
夏
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
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�
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４
月　

日
（
土
）、
北
海
道
ク
リ

24

ー
ン
作
戦
の
一
環
と
し
て
「
全
町
一

斉
清
掃
」
が
市
街
地
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　

団
体
１
５
０
名
が
参
加
し
、
収

24
集
し
た
ご
み
の
量
は
、
埋
立
ご
み
で

約
１
９
０　

、
缶
・
ビ
ン
な
ど
の
資

kg

源
ご
み
約
４
袋
と
年
々
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
町
一
斉
清
掃
日
に
合
わ

せ
て
、
恵
み
ヶ
丘
自
治
会
及
び
仲
町

自
治
会
で
も
清
掃
活
動
が
実
施
さ

れ
、
多
数
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た

����

��������
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☆
町
立
病
院
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
松
本
秀
樹
さ
ん
（
東
町
）
か
ら

病
院
運
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
３
万
円
を

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
石
田
十
美
夫
さ
ん
（
西
和
）
か

ら
芳
生
苑
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
３
万
円
を

▼
高
山　

松
雄
さ
ん
（
士
別
市
）

か
ら
芳
生
苑
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
３
万
円
を

 

　

タ
オ
ル
他

▼
三
浦　

光
枝
さ
ん 
（
日
ノ
出
）

▼
高
橋　

豊
子
さ
ん 
（
南　

町
）

▼
高
野　

愛
子
さ
ん 
（
三　

笠
）

▼
藤
井　

絹
子
さ
ん 
（
川　

西
）

▼
木
原　

金
松
さ
ん 
（
三　

笠
）

▼
藤
井　

清
志
さ
ん 
（
三　

和
）

▼
長
部　

正
則
さ
ん 
（
剣
淵
町
）

▼
西
町
自
治
会
も
み
じ
会

＝　

慰　

問　

＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会　
　

押
花
作
品
展
示

▼
西
町
自
治
会
も
み
じ
会

▼
み
ど
り
会
（
舞
踊
）

▼
酒
井　

久
子
さ
ん
（
健
楽
苑
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

 

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
大
瀬
忠
勇
さ
ん
（
三
和
）
か
ら

亡
母
の
葬
儀
に
際
し
、　

万
円
を

10

▼
遠
藤
君
子
さ
ん
（
北
原
）
か
ら

亡
夫
の
葬
儀
に
際
し
、
２
万
円
を

▼
石
田
十
美
夫
さ
ん
（
西
和
）
か
ら

亡
母
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円
を
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お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　

隆　

宏
さ

ん

吉
田 
結  
美  
子 
ちゃん 

西　

町

ゆ 

み 

こ

　
　
　
　
　
　
　

恵　
さ

ん

 �
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氏　
　

名　
　

年
齢　

住　

所

江
口　
　

巖
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
日
ノ
出

86

石
田　

絹
子
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
西　

和

95

■人　口　３，９５５人（△13人）
　・男　　１，８３５人（△８人）
　・女　　２，１２０人（△５人）
■世帯数　１，７５８戸（　０戸）
　　　　　（　）内は前月対比
　　出生　２人　　死亡　５人
　　転入　10人　　転出　20人
　　　　　　　　　５月１日現在

�
�
�
�

インターネットでも情報満載！
和寒町ホームページアドレス
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/
和寒町携帯電話サイト
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/08_mobile/mobile_top.htm
E-MAIL info@town.wassamu.hokkaido.jp
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三　笠　和歌友信さ
ん 

　　　　　　　　　　　　　　　・美香さ
んの二男

　こんにちは。陽太です。僕は外遊びと食
べること、そしてお兄ちゃんの真似をして
遊ぶのが大好きです。一緒に沢山遊んでく
れるから、うれしくて笑いすぎちゃう程で
す。でも外遊びするとなかなかお家に入り
たくならないのでママが困ってしまいま
す。元気いっぱいのこんな僕ですが、皆さ
んよろしくネ。
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三　笠　中山譲治さ
ん 

　　　　　　　　　　　　　　　　・亜央衣さ
んの長女

　みなさん、こんにちは�　私の名前はか
のんと言います。最近私お話しができるよ
うになったんだ。食べる事が大好きなんだ
けど、「おいしい」って言えなくて「ウマ
ッ」って言っちゃうんだよね。パパのマネ
しちゃうんだ。あっ !!それと、おくつはい
て散歩にも行けるようになったんだ～♪
私を見かけたら声かけてネ�
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